










大和堆の漁業資源 

大和堆は日本海のほぼ中央に位置し、北緯 39 度 20 分、東
経 135 度を中心として、全体的に東北東−西南西の方向を持
ち、長さ約 230 km、中央部の幅は約 55 km の長い紡錘状の
形を呈している（図 23）。水深 400 m 付近から頂部平坦面が
みられ、最浅部は 246 m に達する。水深 1,000 m 以浅の地
域の面積は約 7,900 km2 である（海洋水産資源開発センター 
1992）。

50 年ほどは 5,000 トン前後の水準を維持してきた。1990 年
代中頃からは漸増傾向を示している。2008年には2歳魚（2006
年級群）に支えられ 9,258 トンと豊漁となった（図 22）。

大和堆では、いかつり漁業によるスルメイカ、ベニズワイ
ガニ篭漁業によるベニズワイガニ及び沖合底びき網漁業によ
るホッコクアカエビの漁獲が多い。この海域では、ズワイガ
ニは全面的に禁漁とされている。

　大和堆におけるホッコクアカエビの漁獲は、底びき網に
より夏季を中心に行なわれている。1996-2003 年での大和堆
におけるホッコクアカエビの推定資源量はほぼ横ばいであっ
た。近年は本州沿岸でホッコクアカエビが好漁であるため
に、2001 年以降大和堆への出漁が減少傾向にある。その結果、
大和堆での漁獲量および資源量指数は減少傾向にあるが、漁
獲圧の低下によって資源は高い水準で維持されていると推定
される（図 24）。

この他、大和堆の底魚類としては、アカガレイ、ヒレグロ
等が漁獲されている。なお、近年、スケトウダラはほとんど
漁獲されなくなった。
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図 22. ハタハタの漁獲量（日本海西部）

図 24. トロール網による試験操業により推定した大和堆のホッコ
クアカエビの資源量指数と沖合底びき網による漁獲量

図 23. 大和堆の地形 ( 海洋水産資源開発センター 1989、1992)
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